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本講演では，国際会議 ICPE 2018 にて発表した，複数 GPU を用いた深層学習を高速化する手法につい
て概説する．ニューラルネットワークを用いた深層学習トレーニングは非常に計算量の多い処理であり，

GPU を用いても数日を要することがある．これを短縮するため，複数の GPU を用いることが一般的に
なってきており，その典型的な手法として各 GPU に異なる入力データを与える「データ並列」方式があ
げられる．しかしこの方式では各 GPU で求めた勾配値を定期的に交換・集計する必要があり，この処理
がスケーラビリティを下げる原因となっている．我々は，この集計処理を，各 GPU での学習処理と並行
して，従来は活用されていなかった CPUに行わせることで高速化する「CPU-GPUデータ並列 (CGDP)」
学習方式を提案する．そのコストモデルと，Caffeに実装し性能評価した結果についても述べる．  
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